【エンジニアリング業】
職種：設計　　職務：土木設計

【概要】

　プラント・施設の立地条件や各設備の要求事項、隣接する諸施設との関係に基づき、プラント・施設の土木基本設計や土木構造物設計を行う仕事。

【仕事の内容】

　土木設計の仕事は、立地条件（地形、気候等）を考慮しながら地盤調査を実施して必要な対策（軟弱地盤対策等）を行い、機器基礎や排水、地下埋設物等の設計を行うことである。

　土木設計・施工に当たっては国内・海外を問わず様々な法令・基準や手続が存在するため、これらを十分理解したうえで設計を行うことが求められる。また、土壌や排水をめぐって安全・環境面での関心が高まっており、土木設計者には十分な配慮が必要である。

　土木設計は関係者間の緊密な連携のもとに行われ、設計を進める過程で不都合が生じた場合には、プラント・レイアウトの担当者や機器設計の担当者、施工担当者等と協議しながら解決を図る必要がある。

（1） 【求められる知識・経験】

（2） 土木設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はない。ただし、通常は大学もしくは大学院または高等工業専門学校等において、土木工学の基礎を身につけていることが前提となる。また、経験者募集の場合には、土木設計に関する一定の実務経験（実績）が要求される。

（3） CADの普及により、ITツール（ハードウェア及びソフトウェア）を十分に使いこなすスキルが求められる。また、土木設計・施工に当たっては、国内外を問わず、安全・環境等の観点から様々な法規や事務手続が必要な場合が多く、プラント立地国の法令・規則・慣行等を十分理解したうえで仕事を進める必要がある。

（4） さらに、専門知識や技能のみならず、上司や同僚、社内外関係者と円滑に意思疎通を図るコミュニケーション能力や、目標達成に向けて粘り強く取り組む姿勢も要求される。

【関連する資格・検定等】

· 技術士（建設部門等）〔社団法人 日本技術士会技術士試験センター〕

· １級土木施工管理技士〔財団法人 全国建設研修センター土木試験課〕

など

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　０３１　機械技術者　　０５２　土木技術者

